
　西中学校は、平成30年度から２年間、県教育委
員会から「体力向上推進モデル校」に指定されました。
そこで、運動好きの生徒を育て、自分から進んで体
力の向上に励む生徒を育てたいと考えました。
　運動好きの生徒にするために、体育の授業では学
習資料や学習カードを工夫したり、生徒同士で教え
合ったりする「学びあい」を取り入れたりしています。
このような取り組みを継続することで、生徒は意欲
的に学ぶようになり、運動量が増え、技能も向上し
てきました。
　また体力の向上に励む生徒を育てるために、駅伝
部の活動を充実させ全校生徒で取り組んでいます。
さらに、昨年度は生徒会が中心になって、全校生徒

で短縄を使った縄跳びを企画し、昼休みや放課後に
実施しました。今年度は保健委員会が中心になり、
全校生徒で「体幹トレーニング」に取り組んだり、
生徒会がマラソンや短縄跳びに取り組んだりするな
ど、生徒中心の体力向上企画を考え実施してきまし
た。
　このような活動を通し、生徒は運動の楽しさや技
能の上達を実感できるようになってきています。苦手
意識を持つ生徒が多かった長距離走や運動嫌いな生
徒も楽しみながら運動するようになってきました。こ
れからも、生徒が中心となって企画・運営する機会を
増やし、楽しく進んで運動に取り組む、運動好きの
生徒を育てていきたいと思います。
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著者 ▽佐々木　聰
あきら

山奥で暮らすことを選んだ老夫婦と、
支える家族の思いを描いたドキュメン
タリー映画「ふたりの桃源郷」を、ディ
レクターが約30年にわたる取材の裏
側とともにつづる。

ふたりの桃源郷
江原さん、こんなしんどい世の中で
生きていくにはどうしたらいいですか？

著者 ▽高
たかどの

楼 方
ほ う こ

子
50代の翻訳家、杉村由々は、ピアノ
のソナチネを徹夜明けに弾き、小学
５年の夏休み最初の日、一番自分ら
しかった日をまるで昨日のことのよう
に思い出し…。美しく切ない物語。

著者 ▽江原　啓之
なぜ生きなきゃいけないの？働くっ
て何？会社が自分に合わないときは？
若き編集者が、スピリチュアリスト･
江原啓之に人生を問う！しんどいあ
なたに、生き抜く知恵を与える一冊。

たかどの ほ う こ

人権を考える 問い合わせ 生涯学習課（☎㉒6888）
　　　　　　介護高齢課(☎402287）

　　　　　　　～高齢者の人権～

～運動好きな生徒に～

↑全校生徒で「体幹トレーニング」に取り組みました。

図書館司書がセレクトした新刊情報

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　西中学校（☎㉒0704）

西中学校

ゆゆのつづき

さらに、昨年度は生徒会が中心になって、全校生徒

あきら
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